
■ 令和５年度 胆振管内教育推進の重点 ■

【推進テーマ】 子どもの可能性を最大限に引き出す学校づくり ～「学び」のつながりを支える学校経営～

○学力、体力・運動能力向上に向けた各学校の組織的
な取組の徹底及び学校間の連携強化

○資質・能力の育成に資する主体的・対話的で深い学
びの視点による教育活動の工夫改善

重点１ 学力・体力の向上

■身に付けさせたい資質・能力を育成・活用・発揮できる授業及
び授業以外の場における学びの工夫

■ＩＣＴの日常的な活用による個別最適な学びと協働的な学びの
充実

■情報活用能力の育成に向けた教科等横断的な教育課程の編成
■新体力テストの活用による体力向上の取組の充実

○全ての教育活動を通じて取り組むいじめ防止に向け
た取組の促進

○不登校に関する基本指針を踏まえた不登校児童生徒
への支援の充実

重点２ 豊かな心の育成

■「生徒指導提要」を踏まえた生徒指導上の課題解決に向けた取
組の推進

■いじめ対応ガイドブック・支援ツール「コンパス」を踏まえた
取組の推進

■「ＳＯＳの出し方に関する教育」を含めた自殺予防教育の推進

○家庭と連携した生活習慣の確立に向けた取組の推進
○望ましい電子メディアの利活用に向けた啓発活動の
推進

重点３ 生活習慣の確立

■使用目的を考えた適切な電子メディア利活用の推進
■家庭・PTAと連携した組織的な取組の推進
■家庭学習習慣等の定着に向けた取組の充実
■生活リズムの改善に向けた取組の推進

○いぶり五大遺産などの地域素材を活用した「地学協
働」の推進及び情報発信

○まちづくりにかかわる人材を育てるふるさと教育の
推進

重点４ 地域との連携・協働

■CS等を活かした地学協働推進体制の確立
■家庭・地域への学習成果に関する情報発信
■地域の一員としての意識を身に付けさせる指導の充実
■地域人材や文化財を活用した学習の推進

○教育活動の質を高めるための学校における働き方改
革の推進

○北海道アクション・プランに基づく学校、市町教育
委員会と連携した取組の推進

進

重点６ 働き方改革の推進

■「Road」を活用した組織的な取組の推進
■ICTを活用した校務の効率化の徹底
■効率的な会議や学校行事等の推進の工夫
■教頭の業務改善や支援に向けた取組の推進
■「地域移行」へ向けた部活動の在り方の検討

○学校の総合力を高めるための中・長期的かつ計画
的な人材育成

○北海道における教員育成指標を活用した取組の推

進

重点５ 教員の人材育成

■ミドルリーダー・女性管理職候補者の育成
■幅広く校務分掌を経験できる校内人事
■面談時におけるキャリアプランへの指導助言
■（研修履歴を活用した）教員の主体的・継続的で個別最適・協
働的な学びの促進

■服務規律の徹底を含めた教員に必要な人権意識・倫理感等の資
質の醸成

社会に開かれた教育課程を具現化する胆振独自の６つの重点

北海道が目指す
教育の基本理念

【自立】 自然豊かな北の大地で、世界を見つめ、自立の精神にあふれ、自らの夢に挑戦し、実現していく人を育む
【共生】 ふるさとへの誇りと愛着を持ち、これからの社会に貢献し、共に支え合う人を育む

【 焦点化 】
子供の実態、地域の実
情等を踏まえて取組を焦
点化する。

【見える化】
実効性のある取組を進
めるための手段や役割
を見える化する。

【徹底・検証・継続】
取組の状況・結果を評
価・分析し、責任と覚悟
をもって徹底・継続する。

学校におけ
る重点達成
への鍵

＜検証方法＞
全国学力・学習状況調査等の各種調
査結果や学校経営訪問等による聞取
りにより取組状況を確認。

経
営
―
１
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「だて学」 コンセプト・フロー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会人基礎力＝「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」 

＜伊達市の教育理念＞ 

【自立】夢を志に高め、たくましくしなやかに、生涯

を通じて挑戦し続ける人の育成 

【協働】共に学び育ちあう絆を強くし、地域が人を育

み、人が地域を創る社会の実現 

【創造】郷土の歴史と文化を継承・発展させ、新しい

価値観を創出する人の育成 
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伊達小学校グランドデザイン 

学校教育目標 および 令和５年度の重点 

教育目標 つよく ただしく ほがらかに 

目指す資質能力 「確かな学力」を身に付けた子（知・技） 探究し、学び合える子（思・判・表） 自己を見つめ、情報を活用して学べる子（学びに向かう力・人間性） 

研修目標 伊達小学校に通う全ての児童に「資質・能力」を身に付けさせる～教師力の育成を通して～ 

研修の核  「学校力・学級経営力の向上」「令和の日本型学校教育」「情報活用能力の育成」 

 

 

 

 

 

 

数 値 目 標 

学力 

①伊達市学力テスト 正答率－目標値＝０ｐ以上（算数：「数と計算」領域、国語：「書く力」） 

②伊達市学力テスト 前年度同一集団の標準偏差（標準スコア）を上回る 

③単元テスト    正答率 60％以下児童＝０ 

④全国学力学習調査 全国平均以上 

体力 ①運動能力テスト  「50m走」全国平均比-0.2 秒以内 「立ち幅跳び」全国平均以上 

いじめ ①「いじめは許されない」回答＝100％    ② いじめ解消率＝100％ 

働き方 ①1カ月当たり超過勤務 45 時間以内、1週間の勤務時間 60 時間以内（日平均 12 時間以内） 
 

学校経営重点１（学力・体力向上） 学校経営重点２（豊かな心の育成） 学校経営重点３（生活習慣確立） 

①個別最適な学びと協働的な学

びの充実 

②学テ結果に基づいた授業改善 

③学校 DX への対応 

④総合的な学習の時間の改善 

⑤家庭での学習時間確保 

①50m 走、立ち幅跳び結果向上 

②縄跳びでの基礎体力つくり 

③「授業」以外のアプローチ 

①積極的な生徒指導（提要参考） 

②ICT を活用した道徳科授業改 

③情報活用能力の指導 

④自殺防止教育・SOS 教育強化 

⑤小中９年間を見据えたキャリ

ア教育の推進 

①家庭学習習慣の定着 

②家庭での望ましい生活リズム

の確立 

③給食指導（残食量の減少） 

④感染症情報へ対応した学校の

生活様式の確立 

学校経営重点４（地域連携推進） 学校経営重点５（教員人材育成） 学校経営重点６（働き方改革） 

①小中連携が基盤の取組 

②地元高校との連携 

③コミュニティスクール深化 

④だて学の推進（地域を学ぶ、

地域で学ぶ、地域の人から学

ぶ）すずめ踊り、藍染体験等 

①師弟同行 

②ニーズに応じた研修 

③プロジェクトチームにおける

若手職員による推進 

④コンプライアンス研修の継続

実施 

①学校 DX に向けた「コアチー

ム」による「Road」を参考と

した取組の展開 

②伊達市アクション・プランの

確実な推進 

 

学校力向上の柱１ ICTを活用した教育の充実 

(1）１人１台端末を活用した授業改善 

(2) １人１台端末の日常的な活用による学びの充実 

(3) 教員の ICT 活用指導力等の向上 

学校力向上の柱２ ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝを踏まえた働き方改革 

(1) 改革プロセスの明確化 

(2) 組織体制の構築 

(3) 業務の効率化に向けた取組の充実 

上記を支える基盤 
「第 2 次伊達市教育振興基本計画」「伊達市教育行政執行方針」「胆振管内教育推進の重点」 

教師としての資質・能力（服務規律保持） 学校運営協議会 ＰＴＡ 地域 幼稚園・保育所 

学校力向上に関する総合実践事業 
全教職員が一つのチームとなって包括的な学校改善を推進する学校モデルを提示し、実践の成果を普及・啓発するシステムを構築 

経営―５ 

特別支援教育 
（１）特別支援教育に関する全職員の共通理解を推進 
（２）特別支援学級における障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた指導の充実 
（３）通常学級における特別支援教育の推進 
（４）計画的な保護者や関係機関との連携推進 



令和５年度 伊達小校学校経営計画                   

１ 学校の教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本校の教育理念 

 

 

 

 

 

 

 

  [全人教育]とは、人間として生き抜くために、学問・道徳・芸術・宗教・身体・生活の６つ
の面からそれぞれの理想形を示し、希求してやまないあるべき人間像を浮かび上がらせている。
即ち、教育の理想は、《真》、《善》、《美》、《聖》、《健》、《富》であり、この価値の創造こそ教育
の根源的な営為としている。 
更に人の働きを心の面から見ると知・情・意の３作用があり、価値の面からは真・善・美、文

化の面からは哲学・道徳・芸術の世界を考えることができる。 
本校は、入植した先人たちの子弟のために、仙台亘理藩主伊達邦成公が率いる家臣によって明

治５年「官立有珠郷学校」を設置したことから始まっている。当時の建学の精神は、立身治産昌
業を目的としたが、ただ単に己の栄達のためだけでなく、一人前の社会人となることを最大の目
的として設立されている。それ以来、連綿として現在まで１５１年もの長い間その願いが引き継
がれ、本校教育の歴史と伝統を形づくっている。 

 

 

 

本校の教育目標は、昭和 43年に「心身ともに健康で、北方に逞しく生き抜く子」「ものの観方、
考え方が正しく、創造性豊かな子」「勤労を愛し、誠意をもって仕事にあたる明るい子」に制定さ
れている。 
 これは、教育理念の理想の６つの要素や人の心の働きの知・情・意の３作用を十分に含めなが
らの目標になっている。それ以前には形跡は見えないが、明治２３年に制定された「・児童は常
に鍛錬、勤労に服すべし（勤労） ・児童は常に潔白にして和魂を養うべし（心） ・児童は常
に堅忍にして本分を盡すべし（忍耐）」の校訓が教育目標としての役割を果たしてきたと考えられ
る。 
 しかし、その後、昭和１３年～１４年までの第１３代校長「山本長三郎」が、有珠郷学校の建
学の精神と当時の[ダルトン式教育論]に基づく[全人教育論]との調和を図り、本校の教育理念と
して、昭和１６年に制定した校歌にこの校馴の３項を要約して「強く、正しく、朗らかに」を挿
入している。それが、現在の本校の教育目標の原形となったと考えられる。 

・強  く：心身ともに健康で 北方に逞しく 生き抜く子 

・正 し く：ものの観方 考え方が正しく 創造性 豊かな子 

・朗らかに：勤労を愛し 誠意をもって仕事にあたる明るい子 

 
伊達の教育は、明治３年、先人が開拓の鍬を下ろした翌年に始まり、有志数人が相前後して私塾

を開き、子弟の教育にあたった。明治５年、学校設置の請願がかない、官立「有珠郷学校」が設置
された。これが、本校の前身である。 
以来、開拓の精神と向学の気風は今に引き継がれ、現在の伊達の教育風土をつくり、本校の教育

の礎となっている。 

オランダのランゲフェルトは「人間は生まれながらにして教育を必要としている。人間だけが教育
されうる動物である。教育とは、児童生徒の発達や成長を助長したり援助する仕事である。」と言って
いる。換言すれば、教育は【人間が人間らしく生きる】ための崇高な営みであり、教育基本法にいう【人
格の完成】を目指す遠大な大事業であるということができる。これは、[全人教育論]の骨格を形成す
る考え方で、本校が長い間営々として培ってきた本校の教育理念の主要な部分である。 

本校の教育目標との関係 

全 人 教 育 と は 

経営―６ 



 

 

 

 現在の学校の教育目標が制定されるまでの経過はあるものの、教育理念に基づいた目標である

ことに間違いはない。学校での全ての教育活動は、教育目標の達成に向けられている。 

 本校でも、この教育目標達成に向けていろいろな教育活動が展開されているが、それは単に教

育目標の達成ばかりでなく、必然的に【教育理念】への達成の道程でもある。 

   本校では、教育理念を教育活動として展開していく際に「自覚生成主義の教育観」を取り入れ

ている（西田幾多郎・無の自覚的限定）。それは、教育は注入加圧によってのみ行われるものでな

く、主体の自覚・覚醒を軸としながら「人間の本質にしたがって、人格を陶冶し、真理に至らしめ

るもの」であり、必然的に知的な文化の受容、伝達、創造などを伴うものであるという考え方で

ある。 

   人間の自覚作用には思考作用があり、覚える、分かる、味わうなどは内向性として、見つめる、

行う、表すなどは外向性として分類できる。内向性が教科の側面、外向性が特別活動の側面、更

に道徳の側面は、２つの包摂する中枢的な側面である。これらの基本的な考え方が相互に関連し

て教育活動の基軸となり、教育理念の展開ができると考える。 
 

 
 

 

 

令和の時代を迎え、新型コロナウィルスの出現による世界的な感染拡大により、従来培われて

きた日本の学校生活の様式が、今迄においても時代に合わせ変化してきたものはあるものの、か

つて前例がないほど大きく変化した。令和も５年目となり、新型コロナについても４回目の春を

迎える現時点では、ワクチン接種や有効な治療薬の開発が進み、新型コロナウィルス感染症を感

染症法上の「５類」に移行させる方針が示された。教育活動についても、今後の方針に基づいて

新たな教育活動の展開が今後も必須とされる。 

 

 

 

                       ～主体的・対話的で深い学びの充実と 

個別最適な学びと協働的な学びの実現～ 

 現行の学習指導要領が施行され４年目を迎える。学習指導要領の改訂の背景には、単に知識を

記憶する学びにとどまらず、身に付けた資質・能力が様々な課題の対応に生かせることが実感で

きるような学びの深まりが求められていることがある。 

「令和の日本型学校教育」の構築のためには、すべての子供たちの可能性を引き出す個別最適

な学びと協働的な学びの実現が不可欠となる。 

この「個別最適な学びと協働的な学び」を通して、「主体的・対話的で深い学びの充実」を実

現する授業改善の先には、求められる資質・能力の育成がある。 

子供たちが「自立した学習者」として、１人一台端末を活用しながら、個別最適な学びと協働

的な学びを進める中で、求められる資質・能力を身に付けていくための授業改善を不断に進めら

れる教師の役割の大きさを自覚し、自立した学習者の育成を進めていくことが求められている。 

教 育 理 念 の 展 開 

学 校 の 新 し い 生 活 様 式 

令和の日本型学校教育の構築 

経営―７ 



令和５年度学校経営方針 

１ 学校経営の理念 

教育は、一人一人の子供の可能性を最大限に伸ばす営みであることを理念とし、本校の「全

人教育」の教育理念のもと、目指す子供像（３つの観点）を教育の基調とし、これからの社会

で活躍できる資質・能力の育成をめざす。 

 

２ 学校経営の基本方針 

・本校の教師であるという誇りと責任をもって教育実践に努める。 

・心と心の触れ合いを大切にし、児童・保護者・関係者から信頼される教育活動を推進する。 

 ・学校運営協議会における熟議のもと、保護者や地域の意見・要望、関係者の要請を尊重し、

学校経営に反映させるよう努める。 

 ・常に教育活動の評価・改善に努め、確かな計画の策定と地道な教育活動を実践する。 

 ・職員の校務分掌を公平明確化するとともに、適材適所の人的配置を行い、各分掌の業務遂行

能力の向上に努める。 

 ・「報告・連絡・相談」を徹底し、情報の共有化と適正な意思決定の手順を踏まえる。 

 ・常に整理整頓の行き届いた、美しい学校にする。 

 ・各学年間、教職員間の連携を密にし、授業改善、研究・研修の充実・深化に努める。 

 ・先達の築いた校風伝統を継承するとともにその発展に努める。 

 ・学校予算の効率的運用並びに学校行事等運営上の創意工夫を図り、経費節減に努める。 

 

３ 教育方針 

・児童の可能性を伸ばすため、教師は常に児童の実態を把握し、師弟同行の実践で、優しさの

中にも厳しさのある指導に努める。 

 ・人間尊重の教育に徹し、思いやりと優しい心を培う指導を行う。 

 ・生涯学習の基礎を培うという観点に立って、学ぶ意欲や個性、資質・能力の伸張に努める。 

 ・自らの健康安全に留意し、豊かな心とたくましい身体を培う指導に努める。 

 ・互いに協力し、積極的に、根気強く、責任をもって働く、望ましい勤労観を育てる。 

 ・歴史と伝統ある本市において、伊達市および北海道・日本の文化・伝統への理解を深め、伊

達市民としての誇りをもち、故郷を愛する心を培う教育活動を推進する。 

 ・教師は専門職であることを自覚し、あらゆる場所や機会において、誠意と熱意をもって児童

の指導にあたる。 

 ・学級担任制が基本の小学校の特質を踏まえ、教師は教科指導、生徒指導、学級経営に責任を

持つ。（6 年間 5,785 時間で育てる。） 
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４ 「学校力向上に関する総合実践事業」実践指定にかかわって 

  令和５～６年度の２年間を原則とし、伊達市が指定地域となることから、過去２年間の実践

を更に進化させるべく取組を進め、学校力を向上させ、全道域に発信していく。 

（１）事業の趣旨 

管理職のリーダーシップの下、全教職員が一つのチームとなって包括的な学校改善を図り

ながら、今日的な教育課題を解決する学校モデルを構築し、実践の成果を普及・啓発するこ

とにより、本道の小・中学校の学校力向上を図る。 

（２）事業内容 

以下の内容に取り組み、学校改善を図りながら、今日的な教育課題を解決することとす

る。その際、「客観的な数値等により課題を可視化」「実現可能な目標を設定」「校務分掌

等の工夫により全教職員の学校経営への参画・協働意識を高めながら教育活動を展開」「成

果の検証・改善を行う組織マネジメントを確立」が求められる。 

１ ICTを活用した教育の充実 

(1）１人１台端末を活用した授業改善 

  ア 目指す資質・能力の育成に向けた効果的な活用（主体的・対話的で深い学びの実現） 

  イ デジタル教科書等の効果的な活用 

ウ 小学校高学年における教科担任制による指導の充実 

(2) １人１台端末の日常的な活用による学びの充実 

ア 休み時間など、授業以外における活用（健康観察、タイピング練習、アンケーなど） 

イ 学校外における活用（１人１台端末の持ち帰り、教材の画像データを活用した学び など） 

ウ 文部科学省CBTシステム（MEXCBT：メクビット）、ほっかいどうチャレンジテス

ト等の活用 

(3) 教員のICT活用指導力等の向上 

ア 学校のICT化に向けた推進体制の構築 

  イ 日常実践に直結する校内研修の促進 

２ 「北海道アクション・プラン（第２期）」を踏まえた働き方改革の実施 

(1) 改革プロセスの明確化 

ア 個々の教職員の課題意識を踏まえた改革の目標設定 

  イ 改善効果の明確化と効果の定期的な検証 

  ウ 全教職員の在校等時間の客観的な計測とその記録の共有 

(2) 組織体制の構築 

ア 学校規模に応じた働き方改革推進のコアチーム（事務職員を含む）による改善プロ

セスの推進 

イ 校長等による推進チームへの支援 

(3) 業務の効率化に向けた取組の充実 

  ア 課題に応じた「５つの業務改善・効率化の観点」の実践 

  イ ＩＣＴの活用（教材作成等授業準備、朝の打合せや職員会議等でのペーパーレス化、

保護者との連絡手段のデジタル化、教員研修の効率的な実施） 

  ウ 学校事務の共同実施による学校間の連携 

  エ 部活動休養日等の完全実施、学校規模に応じた部活動数や運用形態の見直し、地域と

の連携など部活動指導に係る負担の軽減（中学校） 

経営―９ 

https://drive.google.com/file/d/1fzIHHGE83f-s2kMifNxgdO3mcUoTvziE/view?usp=share_link


５ 育成を目指す資質・能力（目指す子供像） 
 

実態 背景  目指す子供像 

知 識 及

び 技 能

の習得 

・ICT 活用能力の向上の反面、

自己学習力（個別最適な学

びの姿）には課題 

・低位層への基礎的・基本的

な知識・技能定着が改善さ

れていない。 

・学ぶことへの興味や関心を

高めたい。 

 

「確かな学力」

を身に付けた子 

思考力・

判断力・

表 現 力

等の 

育成 

・社会的スキル（協働的な学び

と、それを支えるコミュニ

ケーション能力）に課題 

・自ら学ぶ意欲を生かし切れ

ていない課題 

・情報を精査して考えを形成

したり、問題をいだして解

決策を考えたり、思いや考

えを基に創造したりするこ

とに向かう「深い学び」を実

現させる必要がある。 

・習得・活用・探究の学びの過

程で協働的に学ぶための力

が求められる。 

 

探究し、 

学び合える子 

学 び に

向 か う

力、人間

性等 

・見通しをもって学習し、そ

の過程や達成状況を評価し

て次につなげるなど、学習

の進め方を自ら調整する指

導に課題 

・情報活用能力の育成が急務 

・ICT での学習データも活用

しながら、学習の進め方（学

習計画、学習方法、自己評価

等）を自ら調整していくこ

とができる力が求められて

いる。（情報活用能力含む） 

 

自己を見つめ、 

情報を活用して 

学べる子 

 

６ 令和５年度の数値目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主たる項目 詳細目標 

学 力 

①市学力テスト 正答率―目標値＝０p 以上  ※算・理は「全国平均以上」 

②市学力テスト 前年度同一集団の標準偏差（標準スコア）を上回る 

③単元テスト  正答率 60％以下児童＝０   ※算数は「年間平均８％以内」 

④全国学力調査 全国平均以上 

体 力 
①50ｍ走     全国平均-0.2 秒以内 （R4全国比平均 -0.6s) 

②立ち幅跳び   全国平均以上 （R4 全国比平均 -1.89m ※4～6 年は達成）     

いじめ防止 ①「いじめは許されない」回答＝100％    ② いじめ解消率＝100％ 

働き方改革 ①超過勤務時間平均➡通年で 45h／月以下 

専科加配関係 

①外国語 授業評価（学習理解）95％以上・英検 ESD得点率スコア 70％以上 

②理 科 市学力テスト全国平均以上・単元テスト正答率 60％以下児童＝０ 

③少人数 算数科で市学力テスト全国平均以上 

（中学年）算数科で単元テスト 60％以下児童＝８％以内 
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７ 研修目標 

課題を「学力」に限定することなく、授業改善による学力向上を含む学級経営力の向上を基

盤とした伊達小学校の課題解決型研修で、これからの社会に求められる「資質・能力」を育成

することとし、次を研修目標とする。 

 ■研修目標 

伊達小学校に通う全ての児童に「資質・能力」を身に付けさせる～教師力の育成を通して～ 

 

 ■研修の核 

「学校力・学級経営力の向上」「令和の日本型学校教育」「情報活用能力の育成」 

 

 ■授業研修計画 

  より授業の本質・教科の本質に迫った授業改善のための研修とするため、校内授業研修に外

部講師を依頼し、フィードバックを受け、日常授業の改善を図る。 

（１）校内授業研修会（7 月,11 月） 

（２）学校公開（2 月 2 日）  

（３）学年・ブロック研・ペア研等 

 

 

（補足） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「資質・能力」とは 

（※資質・能力には、「学力の着実な定着」も含まれます） 

・文章の意味を正確に理解する読解力、教科等固有の見方・考え方を働かせて自分の頭で考えて

表現する力、対話や協働を通じて知識やアイディアを共有し新しい解や納得解を生み出す力

など                            （中教審答申 平成 28年） 

・その他、豊かな情操や規範意識，自他の生命の尊重，自己肯定感・自己有用感，他者への思い

やり，対面でのコミュニケーションを通じて人間関係を築く力，困難を乗り越えものごとを成

し遂げる力，公共の精神の育成等を図るとともに，子供の頃から各教育段階に応じて体力の向

上，健康の確保を図ること                   （学習指導要領総則編） 

・新たな ICT環境や先端技術の活用等による学習の基盤となる資質  （中教審答申 令和 3年） 

↓ 

「知識及び技能」・「思考力・判断力・表現力等」・「学びに向かう人間性等」 
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８ めざす学校像 

（指導面） 

  ４つの“あ”が守られる学校・守らせる指導 

伊達小 ４つの“あ” 

あんぜん あんぜんに気を付けて生活する 

あいさつ 相手が気持ちよくなるあいさつをする 

あつまり 時間までに活動場所にあつまる 

あとしまつ 使った場所をきれいにする 

～上記は学級経営・生徒指導の基本～ 

（研修面） 

伊達小の「学校力」とは 

組織力 チームで対応 一人で抱えない 組織で危機管理 

学級経営力 個を伸ばし、集団で成長 

情報活用能力 
今とこれからの時代に必要な能力を育成 

※R5 で育成する資質・能力の重点 

焦点化・見える化 Goal は明確に 実践はシンプルに 

徹底・継続 児童は６年間＋３年間で育成 指導の系統性を大切に 

 

９ 学校経営の重点（６点） 

重点１ 

学力・体力の向上 

重点２ 

豊かな心の育成 

重点３ 

生活習慣の確立 

重点４ 

地域との連携・協働 

重点５ 

教員の人材育成 

重点６ 

働き方改革の推進 
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１０ 各重点の取組の方向性 

重点１ 「学力・体力の向上」 

【学 力】 

①個別最適な学びと協働的な学びの充実（主体的・対話的で深い学びの実現） 

※「自由進度学習」の試行（５・６年生） 

②伊達市学力テストの結果分析に忠実に基づいた授業改善 

③学校 DXへの対応（チャレンジテストを含めた MEXCBT活用での習熟時間の確保） 

④総合的な学習の時間の改善（だて学との連動・探究的な学習過程の確実な実施） 

⑤家庭での学習時間確保（学校での学習内容の定着に向けた取組） 

細目 取組の具体 

市学力テスト ■R4 結果の分析 ■学級別詳細プランの作成と実施 

学力課題解決 
■国語科：漢字書取（短文で練習）  

■算数科：基礎計算練習＋問題読解（言語の図式化）  

総合的な学習 

×SDGs 

■明確な課題設定と探究的な学習過程の実施（＊欄外参照） 

■SDGs と関連付けた教育（上位学校でも継続実施） 

だて学 
■地域の良さや課題を認識できる指導過程（全学年）  

■フィールドワークを通して見えた課題の改善策を探究（高学年） 

日常授業 

■主体的・対話的で深い学びを、個別最適な学び・協働的な学びで実現 

■上記のためのクロムブック・デジタル教科書の常用 

■単位時間におけるアウトプット量の確保（観点「知・技」の時間は特に） 

■正しい鉛筆の持ち方・姿勢保持の指導 

チャレンジテスト 

とMEXCBT 

■チャレンジテスト実施日の見直し（①４月 13 日 ③11 月 24 日） 

※１回目は、中学校の道学力テストと同日 

■MEXCBT 積極活用（R4 は６～７学級で活用実績あり） 

使用できる全学年でMEXCBTチャレテ１回以上実施 ログも有効活用 

家庭学習強化 
■「宿題を解かせる」家庭学習（１～３年） 

「学習計画表」作成取組（４～６年）検討 

自由進度学習 
「個別最適な学び」を実現する「自由進度学習」試行（５・６年） 

※教科・単元を絞って試行 

 

＊総合的な学習の時間の指導改善について 
 「課題設定」が適切か、「整理・分析」は、他教科の知識や技能等が生かされているか（グラフ活用等）など、

今求められている力をつける指導になっているか、指導計画を改善。 

・総合の本質とは 

 学校が地域や学校，児童の実態等に応じて，教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習 

・総合の充実とは 

 探究的な学習や協働的な学習 

 特に「①課題の設定→②情報の収集→③整理・分析→④まとめ・表現」の探究のプロセスを明示し、学習活動を

発展的に繰り返していくことを重視～まずは「①課題設定」の充実から～ 

・成果は全国で明らかになっている 

 総合的な学習の時間で探究のプロセスを意識した学習活動に取り組んでいる児童生徒ほど，各教科の正答率が

高い傾向にある 

家庭での学習時間確保 
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【体 力】 

①本校の課題解決に向けた取組内容の重点化と授業改善（50m走、立ち幅跳び） 

②縄跳びでの基礎体力つくりと、継続のための動機づけの工夫 

③「授業」以外でもアプローチの充実 

細目 具体の取組 

50m走（疾走能力） 

向上 

①スタートダッシュ練習（課題①スタート）※学習指導要領解説編「体育」p130 

②全力走（うでふり）（課題②フォーム） ※学習指導要領解説編「体育」p87 

③60m 走とし、50m 地点で計時のイメージで実施（課題③駆け抜け） 

④Chromebook 撮影でフォームチェック（中学年以上を想定） 

⑤高校生等外部コーチによるアドバイス機会の設定検討  

縄跳びでの体力つくり 

①縄跳び検定の実施検討 

（JJRU 公式なわとび検定等、目標となるツール活用） 

②縄跳び発表会の実施 

（最低年 1 回、可能であれば前期 1 回、後期 1 回） 

③短縄（個人）、長縄（学級）の取組の整理 

体力テスト時期 

体力チェックウィーク 

①体力テストの 8～9 月実施 

 ※5 年生は 1 学期で 1 度実施（全国体力・運動能力調査のため） 

②体力テスト前など、重点取組期間にチェックウィーク実施 

児童会との連携 校内の体力向上を目途とした委員会の設置を検討 

外部機関との連携 高校生やアスリート等の外部コーチ招聘の企画検討（予算範囲内） 

 

（参考 令和 4 年度 新体力テスト結果より） 

 

●「50m走」課題分析の細分化（指導に生かすために） 

「スタート」「蹴り足の認識」「腕振り動作」「姿勢の認識」「駆け抜け（ゴールをトップスピードで）」 

●「立ち幅跳び」課題分析の細分化（指導に生かすために） 

「低学年での指導の在り方と練習時間確保」（学習指導要領：幅跳びは中学年から。低は「跳の

運動遊び」➡指導は十分か） 「腕の振り」「跳ぶ方向（角度）」「重心」 
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重点２ 「豊かな心の育成」 

 

①積極的な生徒指導（改訂生徒指導提要の活用） 

②ICTを活用した道徳科授業改善と、道徳教育の推進と積極的な外部講師活用 

③情報活用能力の指導（情報モラル指導の徹底） 

④自殺防止教育・SOS教育の強化 

⑤小中９年間を見据えたキャリア教育の推進 

 

細目 取組の具体 

積極的な生徒指導 

①発達支持的生徒指導 

➡②課題未然防止教育 

➡③課題早期発見対応 

➡④困難課題対応的生徒指導（「未然防止」→「早期発見」→「対処」）

の支援構造を基本とした生徒指導に徹し、いじめの早期発見・早期解決

を図る。（改訂生徒指導提要を参考に） 

自殺防止教育 （高学年のみ）「心と身体のチェックリスト」年２回（長期休業明）実施 

思春期講演会（６年） 市保健師による思春期講演会（性の指導、命の指導等）の実施（１学期） 

道徳科授業実践 
道徳授業では学習ログの活用が有効であることから、Chromebook を有

効活用した授業を進め、評価を指導に生かし、道徳教育に努める。 

情報活用能力指導 情報モラル指導の充実（×使わせない ○どう使わせるか） 

人権教育の充実 
①人権教室（４年生）  

②SDGs での人権に係る課題設定等 

SOS教育 
SOS の出し方に関する教育の積極実施（年複数回） 

キャリア教育 

①キャリアパスポートの積極活用 

②外部講師によるキャリアを見通す講話検討 

（伊達市で働く方の、仕事観に関する講話など）※CS 活用の視点から 

ボランティア教育 SDGs の理念に基づいた奉仕活動（赤い羽根募金、校区ゴミ拾い等） 
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重点３ 生活習慣の確立 

①家庭学習習慣の定着 

②家庭での望ましい生活リズムの確立 

③給食指導（残食量の減少） 

④感染症情報へ対応した学校の生活様式の確立 

細目 具体の取組 

家庭学習習慣化 

・学年×10 分＋10 分と内容充実に向けて 

➡「１～３年生」宿題強化  

「４～６年生」学習計画表（年２～３回） 

健康観察と 

生活リズムチェック 
Chromebook を生活リズムチェック（長期休業後以外も検討） 

家庭生活状況の振り返り 
保護者アンケート時に、生活アンケートも実施 

（生活リズム、動画視聴時間の把握、学習時間など） 

思春期講演会 

（保護者向け） 

保護者対象の「思春期講演会」企画（睡眠やゲームについて） 

（小２から睡眠時間が少ない児童が増加してくる現状の把握と改善） 

給食残食量減の取組 児童会との連携した取組、SDGs との連動 

 

重点４ 地域との連携・協働 

①小中連携が基盤の取組（学校力向上に関する総合実践事業） 

②地元高校との連携 

③コミュニティスクール深化 

④だて学の推進（地域を学ぶ、地域で学ぶ、地域の人から学ぶ）すずめ踊り、藍染体験等 

細目 具体の取組 

中学校区連携 
情報活用能力 9 年間の体系的実施を追加 

生徒指導交流、出前授業、中学校授業参観実施 

高校との連携 ①伊達開来高→陸上講師 ②高等養護→新校舎へのベンチ寄贈 

学校運営協議会 
現校舎解体前の校舎見学 week（夏季休業中）実施 

新校舎見学会の開催企画 

だて学 

（伊達プライド、伊達人育成） 
年間計画に沿った実施、地域人材との融合 

胆振五大遺産 
北黄金貝塚見学（４年）、ウポポイ見学（４年） 

ジオパーク見学（特別支援学級） 

町内会との協働 ①避難訓練 ②ゴミ拾い（5.30 ゴミゼロの日連動活動検討） 

議会傍聴（６年） 伊達市議会の傍聴を、６年生社会科において実施（要確認） 
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重点５ 教員の人材育成 

①師弟同行（教職員の率先垂範の行動＝子供に求めることは自らが実践） 

②ニーズに応じた研修内容と形態 

③プロジェクトチームにおける若手職員による推進 

④コンプライアンス研修の継続実施（１校１実践＝校務連絡票への重点記載・徹底） 

細目 具体の取組 

授業研修の改善 授業の検討・実施・反省の中での力量向上 

校内初任段階研修会

の開催 

初任段階教員の現場レベルの課題解決に向けた研修会（講話型、協議型） 

（例）授業、生徒指導、保護者対応等 

若手人材登用 PJ（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ）・分掌ﾘｰﾀﾞｰへの若手登用 

教員育成指標に 

則した研修 
「教員育成指標自己診断シート」の活用（自己目標シート作成時等） 

実態に応じた学習会 
若手教員の実態に応じたミニ学習会の実施（ミニ研修とは異なり、管理

職企画による自由参加学習会）※長期休業中 

 

 

重点６ 働き方改革の推進 

①学校 DXに向けた「働き方改革推進チーム」による「Road」を参考とした取組の展開 

②伊達市アクションプランの確実な推進 

（月２の定時退勤日、９日間以上の学校閉庁日設定、長期休業中の定時退勤、月超過 45h以内、

勤務時間週 60h以内、変形労働時間制の積極活用） 

細目 具体の取組 

持ち時数の見直し ４年生担任の持ち時数の削減（書写の専科化、５時間日課の設定） 

コアチーム推進の仕組み 「児童カルテ」（児童に関する情報）作成の簡素化 

C4thへの一本化 
C4th をすべての窓口とし、「校務ポータルサイト」は発展的解消 

（校務連絡票、出欠表等は継続。各分掌ポータルサイトも運用継続） 

勤務時間データ検証 月末の勤務時間データ表を公表し、45h/月超教職員の振り返り 

学校徴収金取扱いの変更 教材費・PTA 会費の振込納入方式への変更（泊を伴う学習も） 

出欠席管理 「デジタル出席簿」と「マチコミ欠席連絡」の活用 

電話対応時間の制限 電話対応可能時間 7:30～17:30 時間外対応の原則廃止 

My定時退勤日 月２回の「全員定時退勤日」以外に、My 定時退勤日を月１で実施 

変形労働時間制の活用 「泊を伴う学習」「陸上大会引率」「保護者面談」等 

鼓笛活動の在り方見直し 児童数の減少や指導時間確保、業務改善の視点等から在り方を検討 
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１１ 特別支援教育の推進 

特別支援教育の基本方針 

■活動目標 

  障がいや発達障がい、学級の中で課題を抱えている子供一人一人の教育的ニーズに寄り添っ

た支援を行えるように体制づくりを行う。 

■今年度の重点（下線部は、R4から追記） 

 （１）特別支援教育に関する全職員の共通理解を推進 

 （２）特別支援学級における障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた指導の充実 

   ① 個々の児童の状況を踏まえ、機械的かつ画一的とはならない個に応じた教育課程編成 

   ② 特別支援学級における特別の教育課程を編成に基づいた自立活動の改善・充実 

   ③ 障がい特性に応じた個別の指導の充実と、交流及び共同学習の計画的な実施 

    （原則として週の授業時数の半分以上を目安として特別支援学級において児童一人一人

の障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた授業を充実させること） 

 （３）通常学級における特別支援教育の推進 

 （４）計画的な保護者や関係機関との連携推進 

    （適切な就学措置に向けて長期スパンでの計画に基づいた早期連携）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■重点取組事項 

【特別支援学級】 
・特別支援学級指導者間の綿密な打ち合わせ及び情報共有の簡略化 
・中学校区における特別支援学級担任間の連携 
・児童や保護者の思いに寄り添った指導 
 （児童が「楽しい」といえる学級づくり、保護者が「特別支援学級在籍でよかった」といえる 

丁寧な指導と対応） 
・Chromebook を積極的に活用し、個に応じて義務教育終了後に必要なスキルの習得を推進 
・保護者への細やかな情報提供と個別の支援計画等の作成 

（➡就学に関して正確な判断の材料にもなる） 
・通常学級担任との協働（“連携”から一歩前進） 
【ことばの教室】 
・通常学級担任および東小ことばの教室との情報共有 
・保護者との細やかな連携と、ICT を活用した情報共有の簡素化（業務改善の推進） 
【通常学級】 
・交流及び共同学習を通し、特別支援学級児童が安心できる対応 
・特別な支援が必要と考えられる児童に関する迅速な情報共有（特別支援 Co.との即時連携） 

（参考資料） 

≪改善が必要な具体的な事例≫ 

・特別支援学級に在籍する児童生徒について、個々の児童生徒の状況を踏まえずに、特別支援学級では自立活動に加

えて算数（数学）や国語といった教科のみを学び、それ以外は交流及び共同学習として通常の学級で学ぶといっ

た、機械的かつ画一的な教育課程を編成している。 

・全体的な知的発達に遅れがあるはずの知的障害の特別支援学級に在籍する児童生徒に対し、多くの教科について交

流及び共同学習中心の授業が行われている。 

・通常の学級、通常の学級における指導と通級による指導を組み合わせた指導、特別支援学級、特別支援学校という

学びの場の選択肢を、本人及び保護者に説明していない。 

・交流及び共同学習において、「交流」の側面のみに重点が置かれ、特別支援学級に在籍する児童生徒の個別の指導計

画に基づく指導目標の達成が十分ではない。 

・交流及び共同学習において、通常の学級の担任のみに指導が委ねられ、必要な体制が整えられていないことによ

り、通常の学級及び特別支援学級の児童生徒双方にとって十分な学びが得られていない。 

～「特別支援学級及び通級による指導の適切な運用について（通知）」（令和 4 年４月２７日文部科学省初等中等教育局長）より抜粋～ 
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１２ 新校舎落成および創立１５０周年記念事業に向けた取組 

（１）今後のスケジュール（R4.12月現在の工程表より） 

   令和５年中   創立１５０周年記念協賛会の発足（予定） 

   令和５年１２月 学校図書引っ越し準備（分類整理・箱詰め） 

   令和 6 年 ３月 新校舎竣工・物品引越し 

        ４月 外構工事開始 

       （９月 開校記念日（22 日）） 

       ９月頃 新校舎落成記念式典兼創立１５０周年記念式典挙行を想定 

（２）令和５年度中の計画推進事項 

  （１）令和６年度実施の落成記念式典に向けた、予算要望計画 

  （２）落成記念式典（兼創立１５０周年記念式典）の実施に向けた組織整備と実施計画 

  （３）式典等各種事業実施に係る関係機関・組織との連携 

（３）校務に関わる見通しについて 

  ・公簿    指導要録・通知表は、可能な範囲でデータ保存を冬季休業中におおむね完了 

  ・物品移動  必要物品の移転に向けた計画的な整理と廃棄（特に図書室の書架整理は細かな計画で） 

  ・児童作品  学校保管は１２月まで。冬休み以降は保管厳禁。 

  ・図書室   図書箱詰め（１１月いっぱいで貸出終了。１２月～返却終了次第箱詰め） 

  ・PTA    物品整理 

 

１３ 安全管理に対する取組 

（１）危機管理マニュアルの改訂 

 ①「自殺企図事案」対応を追加 ※グラウンドは、津波侵入の可能性あり、一時集合場所からは除外 

  ②食物アレルギー対応の逐次見直し（代替食対応や減食対応の流れ） 

（２）新校舎への移動後初日でも対応できる、新校舎用避難経路の策定 

   新校舎で活用できる対応マニュアル（仮）を作成し、新校舎移転後１日目でも避難が確実

にできるよう最善の準備を進める。 

（３）AED 講習および心肺蘇生研修及びエピペン研修の確実な実施 

   児童の緊急時に即時対応ができるよう、確実に研修機会を設定し、対応力を磨く。 

 

１４ コンプライアンス確立のための取組 

「教育公務員としての品性・倫理観の向上と服務規律の遵守」 

  学校教育は、児童、保護者、地域住民との信頼関係の上に成立しているものであり、児童の

教育に直接携わる教職員には、専門性とともに高度な倫理観をもつことが求められている。 

教職員自らが人間性や品性の向上に努めるとともに服務規律を遵守しようとする意識と態度

を身に付けなければならない。 

（１）教育の本質（子どもと教師の人間的営み）を理解し、教師自らが人間性の向上を図る。 

  ・校内研修の充実はもちろん、個々に品性・倫理観の向上のために自己啓発・自己研修に努

める。 

  ・児童の心を育てるという意味でも、正しい言葉遣いと適正な立ち居振る舞いに心がける。 

（２）服務規律の遵守に努める。 

・個人情報の漏えい、体罰、交通違反・事故、特に飲酒運転等の信用失墜行為は絶対にしな

い、させない。 
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１５ その他、令和４年度の反省を受けて取り組むべき改善事項 

 

細目 担当 内容 

研修参加の 

システム見直し 

実践・研修部 研修担当を窓口に、事務・管理職へ参加伺いをとること

を確実に実施 

（旅費把握、R5 開始の研修履歴蓄積への連動） 

・「令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・

研修等の在り方について～「新たな教師の学びの姿」

の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集団

の形成～（答申）（中教審第 240 号）：文部科学省 

(mext.go.jp) 

・教師の資質向上に関する指針・ガイドライン：文部科

学省 (mext.go.jp) 

学級と保健室の連携 指導・育成部 

実践・研修部 

保健室利用状況から見える問題を学級へフィードバッ

ク＋学級担任の保健室利用にかかる意識向上 

置き勉の積極実施 実践・研修部 持ち帰りさせず学校においておく学習用具や教科書・副

教材の基本線を明確化 

（Chromebook の通常時持ち帰り対応に向けて） 

確実な児童把握 

（児童に関する交流

機会の整理） 

指導・育成部 

特別支援Co. 

カテゴライズされた情報共有機会の設定 

（全校で見ていく児童の交流の整理・見直し） 

体力向上プランの 

刷新 

指導・育成部 ・課題を明確にし、課題解決に向けた具体の取組 

 が記載されていること。 

・取組の検証が明確となるよう、数値目標を定め 

 ること。 

・発達段階に応じた取組の具体が明記されている 

 こと。 

・児童が主体的に取り組めるよう配慮された計画 

 であること。 

学校移転に向けた 

準備 

事務部 

各部 

全職員 

必要物品の移転に向けた計画的な整理と廃棄 

（特に図書室の書架整理は細かな計画で） 

清掃指導や掲示計画等も計画準備を 

PTA 活動の活性化 PTA 事務局 コロナ前の活動は、新校舎に伴い不可 

新たな発想で、持続可能な活動となるよう協力 
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段階

項目　 
学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

学
習
規
律
は
？

学
数
用
具
は
？

ノ
ー

ト
は
？

家
庭
学
習
は
？

マスに合わせて、一字一字丁寧に書きます。
工夫してノートに書きます。

線に合わせて素早く丁寧に書きます。
工夫してノートに書きます。

　　　　　　　　　　　　基本的に宿題は毎日出します。家庭での学習習慣が定着するように指導しています

◎宿題（学校から出されたもの）
　～主に毎日の学習の復習で学習内容の定着を図ります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎自主学習（宿題で足りない部分を補うもの）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～主に自分で課題を見つけて自主的に行います

伊達中学校区小中連携委員会

伊達中学校区の教育

小学校（伊達小・東小） 中学校（伊達中）

伊達中学校区の学校（伊達中・伊達小・東小）では、児童・生徒が小学校から中学校へスムーズに進学し、安心して学習でき

るよう、系統立てた指導をすることが大切と考えています。学校間の連携を図り、各学年や段階での指導を共通のものとするこ

とで、９年間で一貫した学習指導ができるよう工夫しております。伊達中学校区の教育に対しまして、保護者の皆様のご理解と

ご協力をお願い申し上げます。

伊達中学校区小中連携委員会 委員長 髙 橋 秀 壽（伊達中学校長）

◎ あいさつ・返事 ◎ 言葉づかい ◎ 授業準備 ◎ 席や教室を離れる時 ◎ 姿勢

・始業時、終業時のあいさつ ・時や場、目的に応じた言葉 ・開始のチャイムまでに授業 ・席を離れる時は、いすを ・正しい姿勢で座ります。

はしっかりします。 づかいをします。 の準備をして待ちます。 しっかりと入れてから移動

・名前を呼ばれたら、しっか します。

りと返事をします。 ・教室移動の時は、整列し、

静かに整然と移動します。

この５つの項目については、小学校・中学校の９年間で共通して大切に指導しています

・鉛筆５～６本（ＨＢ～２Ｂ ※低学年はＢか２Ｂ）

・定規（１０～１７㎝程度、無色透明なもの ※折りたたみ定規は不可 ・下敷き

・消しゴム（香りつきなどではなく、よく消えるもの） ◎学習に必要のないものは持ってきません！

大きなマスで

大学ノート

小さなマスで 横線のみ ※英語は４本線から

20分 40分 60分 80分 100分

小学生の家庭学習時間：10分×学年＋10分以上 中学生の家庭学習時間：10分×学年（中１＝７年、中３＝９年）＋10分以上

学年が上がるにつれて、自分で学習内

容を見つけて行うことができるように

指導していきます

三角定規セット(透明)

赤鉛筆・青鉛筆 赤・青の色鉛筆またはボールペンと蛍光ペン 赤・青のボールペンと蛍光ペンなど

・シャープペンシル使用可 ・定規

・消しゴム

◎学習に必要のないものは持ってきません！

コンパス
分度器(透明)

ソプラノリコーダー

鍵盤ハーモニカ

水彩絵の具

アルトリコーダー

アクリル絵の具

習字セット
裁縫セット

経
営
ー
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